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みどりの大地　青い地球をいつまでも
　宇宙から見て美しい地球も、地球を取り巻く空気も、私たちの暮らしの中から出る　宇宙から見て美しい地球も、地球を取り巻く空気も、私たちの暮らしの中から出る

いろいろなごみで汚れています。いろいろなごみで汚れています。

　なぜ汚れているのでしょう。誰が汚しているのでしょう。元に戻せるのでしょうか。なぜ汚れているのでしょう。誰が汚しているのでしょう。元に戻せるのでしょうか。

　それは　それは、私たち人間が便利で楽な生活をするために私たち人間が便利で楽な生活をするために、必要のないものまでたくさん必要のないものまでたくさん

作りすぎ、簡単に捨ててしまう生活に慣れてしまったからです。作りすぎ、簡単に捨ててしまう生活に慣れてしまったからです。

　産業革　産業革命（18世紀後半）命（18世紀後半）以前のエネルギーは、木や植物の中に蓄えられたものや水・前のエネルギーは、木や植物の中に蓄えられたものや水・

風・太陽風・太陽などが作る地上に存在するものでした。けれども今は、地下に存在する化石などが作る地上に存在するものでした。けれども今は、地下に存在する化石

燃料と呼ばれてい燃料と呼ばれている石油・石炭・油・石炭・ガスなどから原料やエネルギーを得て、多量に物スなどから原料やエネルギーを得て、多量に物を

作っています。この化石燃料を燃やすときにCOっています。この化石燃料を燃やすときにCO2（二酸化炭素）（二酸化炭素）が出ます。そのためにが出ます。そのために、

大気中のCO大気中のCO2の量が増えすぎてしまいました。これが地球温暖化に影響しています。の量が増えすぎてしまいました。これが地球温暖化に影響しています。

　地球を汚しているのは、私たち人間です。　地球を汚しているのは、私たち人間です。

　2011年3月11日に起きた東日本大震災による津波災害で、福島第一原子力発電所　2011年3月11日に起きた東日本大震災による津波災害で、福島第一原子力発電所

の機能が破壊され、放射性物質による大きな被害を出してしまいました。の機能が破壊され、放射性物質による大きな被害を出してしまいました。

　みんながこれからもずっと動物や植物と一緒に、美しい地球で生きていくためには、　みんながこれからもずっと動物や植物と一緒に、美しい地球で生きていくためには、

私たちが力を合わせ、知恵を出し合い、暮らしを見直して「生き物の命を脅かさない私たちが力を合わせ、知恵を出し合い、暮らしを見直して「生き物の命を脅かさない

エネルギーへの変換」を進めていかなければなりません。エネルギーへの変換」を進めていかなければなりません。

　環境を守れるのも私たち人間です。　環境を守れるのも私たち人間です。

－先生やお家の人と一緒に読んでね－－先生やお家の人と一緒に読んでね－
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地
ち

球
きゅう

温
お ん

暖
だ ん

化
か

について考
かんが

えてみよう

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

はどうしておこるの？
　太

たいよう

陽の熱
ねつ

が地
ちきゅう

球の外
そと

へ逃
に

げないようにしている気
き

体
たい

を「温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス」といいます。温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスには、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

やメタン、フロンなどがあります。温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスがないと、地
ちきゅう

球の平
へい

均
きん

表
ひょう

面
めん

温
おん

度
ど

はマイナス19℃ほどになるといわれています。

けれども、最
さいきん

近この温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスが増
ふ

えることによっ

て地
ちきゅう

球の気
き

温
おん

が上
あ

がる「地
ちきゅうおんだんか

球温暖化」がすすんでいる

といわれています。 

　私
わたし

たち人
にんげん

間が快
かいてき

適で便
べん

利
り

な生
せいかつ

活を追
お

い求
もと

めて、石
せき

炭
たん

や石
せき

油
ゆ

などのエネルギーを使
つか

いすぎ、物
もの

を作
つく

りすぎて

CO2を出
だ

しすぎてしまった結
けっ

果
か

です。

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

がすすむとどうなるの？
●氷

ひょうが

河や南
なんきょく

極の氷
こおり

が融
と

けて海
かいめん

面が上
じょうしょう

昇する

　→砂
すなはま

浜がなくなる・島
しま

がしずむ・浅
あさ

瀬
せ

の生
い

き物
もの

のすみかがなくなる

●現
げんざいぜつめつ

在絶滅の危
き

機
き

にさらされている生
せいぶつ

物は、ますます追
お

い詰
つ

められ、さらに絶
ぜつめつ

滅に近
ちか

づく

●マラリアなど熱
ねったいせい

帯性の感
かんせんしょう

染症の発
はっせいはんい

生範囲が広
ひろ

がる

●気
き

候
こう

が大
おお

きく変
か

わり、内
ない

陸
りく

部
ぶ

では乾
かん

燥
そう

化
か

が進
すす

み、熱
ねっ

帯
たい

地
ち

域
いき

では台
たいふう

風、ハリケーン、サイクロン

　といった熱
ねったいせい

帯性の低
てい

気
き

圧
あつ

が猛
もう

威
い

を振
ふ

るい、洪
こうずい

水や高
たかしお

潮などの被
ひ

害
がい

が多
おお

くなる

　→水
みず

不
ぶ

足
そく

や水
すいがい

害が多
た

発
はつ

する

●気
き

候
こう

の変
へん

化
か

に加
くわ

えて、病
びょうがいちゅう

害虫の増
ぞう

加
か

で穀
こくもつせいさん

物生産が

　大
おおはば

幅に減
げんしょう

少し、世
せ

界
かい

的
てき

に深
しんこく

刻な食
しょくりょうなん

糧難を招
まね

く恐
おそ

れ

　がある

「ふだん着
ぎ

でCO2をへらそう宣
せん

言
げん

」に参
さん

加
か

しましょう！　

　日
ひ

野
の

市
し

では、CO2（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）排
はいしゅつさくげん

出削減の取
とり

組
く

みを呼
よ

びかけています。私
わたし

たちが暮
く

らす「みどりの大
だい

地
ち

　青
あお

い地
ち

球
きゅう

」であり続
つづ

けるために、2009年
ねん

8月
がつ

に

市
し

民
みん

団
だん

体
たい

、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

、行
ぎょうせい

政が一
いったい

体となって「ふだん着
ぎ

でCO2をへらそう宣
せんげん

言」事
じ

業
ぎょう

をスタートしました。一
ひ と り

人ひとりが気
き

軽
がる

に「ふだん着
ぎ

」で省エネルギーに取
とり

組
く

む運
うんどう

動です。そ

の意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

を「（取
とり

組
く

み）宣
せんげん

言」として、省
しょう

エネルギー運
うんどう

動の普
ふきゅう

及を図
はか

っています。

2ページを参
さんこう

考に実
じっこう

行してみましょう。ご参
さん

加
か

、お問
とい

合
あ

わせは 日
ひ

野
の

市
し

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

課
か

 　☎585-1111

（出典：EDMC/エネルギー経済統計要覧2015年版）
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ふだん着
ぎ

でCO2をへらそう
みんなが、毎

まい

日
にち

少
すこ

しずつ気
き

をつけ実
じっ

行
こう

すれば、よい環
かん

境
きょう

がまもれるよ。
一
いち

世
せ

帯
たい

当
あ

たり （大
おとな

人2人、子
こ

ども2人）

暑
あつ

さ寒
さむ

さは衣
い

類
るい

で工
く

夫
ふう

して
エアコンの温

おん

度
ど

は暖
だんぼう

房は20度
ど

、
冷
れいぼう

房は28度
ど

を目
め

安
やす

にする

同
おな

じ部
へ や

屋で一
いっ

家
か

団
だん

らんし、冷
れいぼう

房
・暖

だんぼう

房・照
しょうめい

明の利
り

用
よう

を減
へ

らすと
年
ねんかん

間約
やく

234kgCO2削
さくげん

減

電
でん

気
き

を使
つか

わないとき、コン
セントからプラグを抜

ぬ

くと
年
ねんかんやく

間約60kgCO2削
さくげん

減

洗
せんめん

面、歯
は

磨
みが

き、シャワー
を使

つか

うとき、流
なが

しっぱな
しにしない

レジ袋
ぶくろ

をもらわず買
かいものぶくろ

物袋
を利

り

用
よう

する
年
ねんかんやく

間約22kgCO2削
さくげん

減
白
はくねつでんきゅう

熱電球を電
でんきゅうがたけいこうとう

球型蛍光灯
やLED電

でんきゅう

球に取
と

り替
か

える

缶
かん

やペットボトル入
い

りの飲
の

みもの
は買

か

わず、マイボトルを利
り

用
よう

する
野
や

菜
さい

は日
ひ

野
の

産
さん

食
た

べ物
もの

はなるべく国
こくさん

産の
ものを食

た

べる（地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

）※

※遠
とお

くから輸
ゆにゅう

入するほど輸
ゆ

送
そう

にエネルギーがかかり、CO2も多
おお

く出
で

ます

日
に

本
ほん

のCO2の排
はいしゅつりょう

出量は家
か

庭
てい

と密
みっせつ

接に関
かんけい

係しています。私
わたし

たちが日
にちじょうせいかつ

常生活の中
なか

で
省
しょう

エネ、節
せつでん

電、節
せつ

ガスなどの努
どりょく

力でCO2をへらすことができます。

車
くるま

の運
うんてん

転を控
ひか

えて
公
こうきょう

共の乗
の

り物
もの

を使
つか

う

電
でん

気
き

ポットや炊
すい

飯
はん

器
き

の長
ちょう

時
じ

間
かん

保
ほ

温
おん

を
やめる

夏
なつ

は緑
みどり

（ゴーヤ・ヘチマなど）
でカーテンをつくり、家

いえ

のなかの温
おん

度
ど

を下
さ

げる

ごみや資
し

源
げん

物
ぶつ

をきちんと
分
ぶんべつ

別する
ペットボトルやトレーなど
の資

し

源
げん

物
ぶつ

は販
はんばいてん

売店に返
かえ

す

「ふだん着でCO2を減らそう」
実行委員会の資料より作成

テレビを見
み

る時
じ

間
かん

やテレビゲームす
る時

じ

間
かん

を減
へ

らす

約
やくいちにち

一日
1枚
まい

使
し

用
よう（     　）
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（水蒸気）

（炭酸ガス）
（酸素）

すいじょうき

たんさん

さん そ

（水蒸気）

（炭酸ガス）
（酸素）

すいじょうき

たんさん

さん そ

（先
せん

　生
せい

）みんなは、「生
せいたいけい

態系」とか「エコシステム」とか聞
き

いたことある？

小
ちい

さい生
い

きものはより大
おお

きい生
い

きもののエサになったり、命
いのち

を終
お

えたものが、土
つち

に

戻
もど

って、次
つぎ

の命
いのち

の誕
たんじょう

生に役
やく

立
だ

つことなの。地
ちきゅう

球の生
い

きものはみんな「命
いのち

の輪
わ

」でつ

ながっているの。植
しょくぶつ

物は光
こうごうせい

合成をして生
い

き、動
どうぶつ

物は植
しょくぶつ

物や動
どうぶつ

物を食
た

べて生
い

き、光
ひかり

の

届
とど

かない土
つち

の中
なか

の生
い

きものも動
どうしょくぶつ

植物の死
し

がいや排
はいせつぶつ

泄物のおかげで生
い

きていられるの。

だから、森
しんりん

林や畑
はたけ

や田
た

んぼをなくしてしまったり、有
ゆうがい

害な農
のうやく

薬を使
つか

い過
す

ぎると土
つち

の

中
なか

の微
び

生
せい

物
ぶつ

が死
し

んで、土
つち

もだめになってしまうの。

（先
せん

　生
せい

）日
ひ

野
の

市
し

には多
た

摩
ま

川
がわ

や浅
あさかわ

川が流
なが

れていて、用
ようすい

水や湧
わきみず

水それに雑
ぞうきばやし

木林や畑
はたけ

も残
のこ

っ

ている。これは生
せいたいけい

態系が保
たも

たれる環
かんきょう

境があるという証
しょうこ

拠。みんなの財
ざい

産
さん

だね。

（子
こ

ども）遊
あそ

べるところがあるのは僕
ぼく

たちにだって最
さいこう

高だもん。人
にんげん

間だって地
ちきゅう

球の中
なか

で生
い

きているんだから生
せいたいけい

態系に依
い

存
ぞん

して生
い

きているんだよね。

（先
せん

　生
せい

）そのとおりよ。でも、いま生
せいたいけい

態系つまり「命
いのち

の輪
わ

」が壊
こわ

れて、これまで

生
い

きていた動
どうぶつ

物や植
しょくぶつ

物が、私
わたし

たちの想
そうぞう

像をはるかに超
こ

える速
はや

いスピードで、姿
すがた

を

消
け

しているんですって。

（子
こ

ども）どうしてなの？

地
ちきゅう

球の生
い

きものが生
い

きていくため
には、こんなにたくさんの命

いのち

のつ
ながりが必

ひつよう

要。

「命
い の ち

の輪
わ

」をつなごう
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PM2.5

PM2.5

破
は

壊
かい

されるオゾン層
そう

（先
せん

　生
せい

）その原
げんいん

因は私
わたし

たち、人
にんげん

間にあるの。人
にんげん

間が、ものが豊
ゆた

かにあって便
べん

利
り

で快
かい

適
てき

な生
せいかつ

活をするために、石
せき

油
ゆ

などを使
つか

い過
す

ぎてしまったこと。海
うみ

の生
い

きものを乱
かくらん

獲

したり、貴
きちょう

重な鉱
こうぶつ

物資
し

源
げん

をとるために自
し

然
ぜん

を破
は

壊
かい

・汚
お

染
せん

をしたこと。緑
みどりゆた

豊かな熱
ねったい

帯

林
りん

を伐
ばっさい

採して、広
こうだい

大な農
のう

地
ち

に変
か

えてしまったことによって、生
せいたいけい

態系を壊
こわ

し、たくさ

んの生
い

きものを絶
ぜつめつ

滅させてしまったの。

1960年
ねん

頃
ごろ

から、日
ひ の し

野市でも人
じんこう

口が増
ふ

え、家
いえ

を建
た

てるために急
きゅうそく

速に雑
ぞうきばやし

木林や田
た

んぼや

畑
はたけ

が減
へ

り始
はじ

めたの。その頃
ころ

は、夏
なつどり

鳥の「サンショウクイ」や「サンコウチョウ」が

多
おお

く渡
わ

って来
き

ていたけれど、今
いま

はほとんど見
み

ることができないし、冬
ふゆ

に渡
わた

って来
く

る

水
みずどり

鳥の数
かず

も種
しゅるい

類もずいぶん減
へ

ってしまったわ。

鯉
こい

のメス化
か

は 環
かんきょう

境ホルモン という有
ゆうがい

害化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質の影
えいきょう

響とも

言
い

われているの。スプレーや冷
れいぞう

蔵庫
こ

に使
つか

われてきたフロン

という化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質が、地
ちきゅう

球のオゾン層
そう

を破
は

壊
かい

して、有
ゆうがい

害な紫
し

外
がい

線
せん

が地
ちじょう

上に降
ふ

りそそぎ、生
い

きものに影
えいきょう

響が出
で

ているの。

環
かん

境
きょう

ホルモン

本
ほんらい

来のホルモン作
さ

用
よう

を

狂
くる

わせる有
ゆう

害
がい

化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

。

今
いま

や、人
にんげん

間の精
せい

子
し

や卵
らん

子
し

にまで影
えいきょう

響が及
およ

んで

いると考
かんが

えられている。
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しっかりしたオゾン層
そう

空
くう

気
き

が
おいしいや

（先
せん

　生
せい

）おじいちゃんやおばあちゃんが、みんなと同
おな

じくらいの年
ねんれい

齢の時
とき

に、見
み

てい

た生
い

きものを今
いま

、君
きみ

たちはどのくらい見
み

ることができるかしら。自
し

然
ぜん

を大
たいせつ

切にするこ

とは、「命
いのち

の輪
わ

」を守
まも

ること。生
い

きものは皆
みな

食
た

べ物
もの

によって命
いのち

が繋
つな

がっていることを理
り

解
かい

できたかしら。

（子
こ

ども）じゃあ、どうしたら「命
いのち

の輪
わ

」が元
もどどお

通りになるんだろう？

ぼくたちの未
み

来
らい

を明
あか

るくしたいよ。

（先
せん

　生
せい

）そうね、人
にんげん

間の暮
く

らしが便
べん

利
り

になることばかりを、一
いちばん

番に考
かんが

えてきたことを

反
はんせい

省して、できることから始
はじ

めること。例
たと

えば、日
に

本
ほん

では、ごみは燃
も

やすのが習
しゅうかん

慣に

なっているけれど、プラスチック類
るい

のごみを燃
も

やせば、有
ゆうどく

毒ガスが出
で

るのよ。プラス

チックは軽
かる

くて、安
やす

く大
たいりょう

量につくれるから、身
み

のまわりに溢
あふ

れているわね。

中
なか

でも塩
えん

化
か

ビニールでできたものは、低
ひく

い温
おん

度
ど

で燃
も

やすと猛
もう

毒
どく

の ダイオキシン が、灰
はい

や煙
けむり

の中
なか

にできてしまうの。日
ひ

野
の

市
し

のク

リーンセンターでは、高
こうおん

温（850〜950度
ど

）で焼
しょうきゃく

却し、除
じ ょ き ょ そ う ち

去装置

をつけてダイオキシンをできる限
かぎ

り少
すく

なくしているのよ。

空
くう

気
き

も水
みず

も地
ちきゅう

球の中
なか

で循
じゅんかん

環しているのだから、空
くう

気
き

が汚
よご

れれば、

水
みず

も汚
よご

れるし、土
つち

も汚
よご

れるわけ。まず、自
じ

分
ぶん

の出
だ

すごみがどう

なっていくのか勉
べんきょう

強してみましょう！

ダイオキシン

環
かん

境
きょう

ホルモンの一
いっしゅ

種。

ごく微
びりょう

量でも、精
せいしげんしょう

子減少、

子
しきゅうないまくしょう

宮内膜症、流
りゅうざん

産の原
げん

因
いん

とされる。

P8を参
さんしょう

照
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ごみ・資
し

源
げんぶつ

物は「ごみ・資
し

源
げんぶつべつ

分別カレンダー」

（毎
まいとし

年12月
がつ

に各
かく

戸
こ

配
はい

布
ふ

）をよく読
よ

んで、ルール

を守
まも

り、収
しゅうしゅうび

集日の朝
あさ

、原
げんそく

則８時
じ

までに、自
じ　たく　まえ

宅前

（集
しゅうごうじゅうたく

合住宅の場
ば

合
あい

は決
き

められた場
ば

所
しょ

）に出
だ

す。

日ひ

の

し
野
市
の
ご
み
の
ゆ
く
え

容
よう　き　ほうそう

器包装お返
か え

し大
だ い さ く せ ん

作戦 回
かいしゅう

収された資
し

源
げ ん ぶ つ

物は何
な に

に再
さ い せ い

生？

◎資
し

源
げん

物
ぶつ

　最
さいりょう

良の出
だ

し方
かた

　資
し

源
げん

物
ぶつ

（ペットボトル・かん・トレー・牛
ぎゅうにゅう

乳パッ

クなど）は、なるべく買
か

ったお店
みせ

の回
かいしゅう

収ボックス

へ返
かえ

しましょう。日
ひ　の　し

野市では、リサイクルに毎
まいとし

年

約
やく

５億
おくえん

円もの税
ぜいきん

金が使
つか

われています。私
わたし

たちが

ペットボトル・トレー・牛
ぎゅうにゅう

乳パックなどを販
はんばいてん

売店

に返
かえ

し、生
せいさんしゃ

産者や販
はんばいしゃ

売者に回
かいしゅう

収・リサイクル・処
しょ

分
ぶん

にまで責
せきにん

任を持
も

ってもらう（拡
かくだいせいさんしゃせきにん

大生産者責任）

ことで、市
し

の税
ぜい

負
ふ

担
たん

をへらすことができます。ま

た、このことを通
とお

して生
せいさんしゃ

産者・販
はん

売
ばい

者
しゃ

に「ごみが

すくない商
しょうひん

品の生
せいさん

産・販
はんばい

売」を働
はたら

きかけられた

ら、容
よう

器
き

包
ほう

装
そう

によるごみを、グーンと減
へ

らすこと

ができます。

＝容
よう　き　ほう　そう

器包装　断
ことわ

る・返
か え

すで　ごみ減
げん りょう

量＝

＊新
しんぶん

聞はなるべく　販
はんばいてんかいしゅう

売店回収・集
しゅうだんかいしゅう

団回収に出
だ

す

 段ボール

 新聞紙・トイレットペーパー

 雑誌・菓子箱

 ティッシュ・トイレットペーパー

 ウエス・古着として・再生糸にして衣類

 アルミ・スチール缶・鉄骨

 ビールびん・1.8㍑びんなどは再使用
　 くだいて新しいびん

 ペットボトル・卵パック
　 繊維（フリースなど）

 プラスチック製の植木鉢や杭
　 発泡トレー・高炉還元剤として使用

 金属資材として活用・レアメタルなど

日
ひ

野
の

市
し

クリーンセンター（中
ちゅう

間
か ん

処
し ょ

理
り

施
し

設
せ つ

）
　各

かく か てい

家庭から収
しゅう

集
しゅう

された「ごみ」を、可
か

燃
ねん

ごみは焼
しょう

却
きゃく

してエコセメントの原
げんりょう

料に。不
ふ

燃
ねん

ごみと粗
そ

大
だい

ごみ

は破
は

砕
さい

して一
いち

部
ぶ

は焼
しょうきゃく

却し、一
いち

部
ぶ

は日
ひ

の出
で

町
まち

の「二
ふた

ツ

塚
つか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

広
こう

域
いき

処
しょ

分
ぶん

場
じょう

」へ運
はこ

び埋
う

め立
た

てる。焼
しょうきゃくじ

却時に

発
はっせい

生したダイオキシン他
ほか

の有
ゆうどく

毒ガスは、バグフィル

ターなどで除
じょ

去
きょ

している。

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

有害ごみ

使
し

用
よう

可
か

能
のう

な品
しなもの

物はリサイクル事
じ

務
む

所
しょ

（☎581-5960）で市
し

民
みん

に販
はん

売
ばい

している。

段ボール

新聞

雑誌
雑紙類

牛乳
パック

古着・毛布
古布類

かん

びん

ペットボトル
（平につぶす）

発泡スチロール
底が一文字のプラボトル・トレー類

小型家電
金属類

有
ゆうりょう

料　申
もう

し込
こ

み制
せい
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日
ひ

の出
で

町
まち

  二
ふた

ツ塚
づか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

広
こ う い き

域処
しょぶんじょう

分場

 ごみゼロ社
し ゃ か い

会をめざして　生
せ い か つ

活を見
み

直
な お

そう！

多
た

摩
ま

地
ち

域
い き

25市
し

１町
ちょう

　約
や く

400万
ま ん

人
に ん

のごみの埋
う

め立
た

て地
ち

では、どうしたら“ごみ”をへらせる？

（1998年
ね ん

から搬
は ん

入
にゅう

開
か い

始
し

）

谷
や

戸
と

沢
ざ わ

処
しょぶんじょう

分場が14年
ね ん

でいっぱいになったので
隣
り ん

接
せ つ

する森
し ん り ん

林を伐
ば っ さ い

採して建
け ん せ つ

設

　2000年
ねん

10月
がつ

の“ごみ改
かいかく

革”により、日
ひ

野
の

市
し

の収
しゅうしゅう

集ごみは半
はんぶん

分に減
へ

りましたが、焼
しょうきゃく

却によるCO2

の排
はいしゅつ

出を減
へ

らすため、また、最
さいしゅううめたてち

終埋立地を長
なが

持
も

ちさせるためにも、ごみも資
し

源
げん

物
ぶつ

も、もっともっ

と減
へ

らす必
ひつよう

要があります。

ぼくたちのごみの最
さいしゅう

終埋
う

め立
た

て地
ち

が“日
ひ

の出
で

町
まち

”の森
もり

の中
なか

だって、知
し

っていた？

ううん知
し

らなかった。二
ふた

ツ塚
つか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

広
こういき

域処
しょぶんじょう

分場ってどんな所
ところ

なの？

青
お

梅
うめ

からバスで20分
ぷん

位
くらい

の、小
しょうどうぶつ

動物のすむ森
もり

を切
き

り開
ひら

いてつくったんだ。多
た

摩
ま

川
がわ

や平
ひら

井
い

川
がわ

の上
じょうりゅう

流で、広
ひろ

さは東
とうきょう

京ドームの約
やく

5倍
ばい

の大
おお

きさだって。都
と

民
みん

の水
すい

源
げん

地
ち

なんだ。

森
もり

は空
くう

気
き

をきれいにし、水
みず

を貯
たくわ

え浄
じょうか

化するっていうのに、そんなに自
し

然
ぜん

をこわして、

空
くう

気
き

や水
みず

の汚
お

染
せん

はないのかしら？

心
しんぱい

配だね。日
ひ

の出
で

町
まち

には14年
ねんかん

間で満
まんぱい

杯になった“谷
や

戸
と

沢
さわ

処
しょぶんじょう

分場”もあるし…

何
なん

でも、日
ひ

の出
で

町
まち

のごみは“二
ふた

ツ塚
つか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

処
しょぶんじょう

分場”には、埋
う

め立
た

てていないんだって…

私
わたし

たち、日
ひ

の出
で

町
まち

の人
ひと

たちに迷
めいわく

惑をかけているのね。

二
ふた

ツ塚
つか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

処
しょぶんじょう

分場が満
まんぱい

杯になったら、今
こん

度
ど

はどこに処
しょぶんじょう

分場をつくるの？

つくる場
ば

所
しょ

なんてないよ。だから埋
う

め立
た

て地
ち

のことを考
かんが

えて、2006年
ねん

6月
がつ

から焼
しょうきゃくばい

却灰

のセメント化
か

（エコセメント事
じぎょう

業）をはじめたんだよ。

でもエコセメントに頼
たよ

らないで、ごみをもっともっと減
へ

らすことが大
たいせつ

切なんだよ。

①レジ袋
ぶくろ

や過
かじょうほうそう

剰包装は断
ことわ

り、簡
かんたん

単な包
ほうそう

装の品
しな

を選
えら

ぶ………… ごみになる物
もの

を取
と

り込
こ

まない

②食
た

べ残
のこ

さない・水
みず

気
け

をよく絞
しぼ

る・土
つち

に埋
う

める……………… 生
なま

ごみを減
へ

らす

③資
し

源
げん

物
ぶつ

はルールを守
まも

り、買
か

ったお店
みせ

に返
かえ

す…………………  容
よう

器
き

包
ほう

装
そう

お返
かえ

し大
だいさくせん

作戦

毎
ま い に ち

日どんどん
40台

だ い

の
トラックが…
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日
ひ

野
の

市
し

のダイオキシンは？ ダイオキシン類
る い

排
はいしゅつ

出濃
の う

度
ど

測
そ く

定
て い

値
ち

※単
た ん い

位ng/m³（ng=ナノグラム  1ng=10億
おくぶん

分の1g）

日
ひ

野
の

市
し

のごみは？

日
ひ

野
の

市
し

では、国
くに

の基
き じ ゅ ん ち

準値※1n
ナノグラム

g/㎥以
い

下
か

に

するために、20億
おくえん

円かけて４年
ねん

がかりで、

焼
しょうきゃくしせつ

却施設の改
かいしゅう

修をしました。

施
し

設
せつ

の改
かいしゅう

修がすんで、基
き じ ゅ ん ち

準値をクリアで

きてもう安
あんしん

心だね。

基
き じ ゅ ん ち

準値をクリアしても、引
ひ

き続
つづ

きダイオ

キシンの発
はっせい

生が少
すく

ない状
じょうたい

態で焼
しょうきゃく

却できる

ように、ごみの量
りょう

を減
へ

らすことが大
たいせつ

切です。

焼
しょうきゃくりょう

却量を減
へ

らせば当
とうぜん

然ダイオキシンの発
はっせい

生も少
すく

なくなります。

それから、焼
しょうきゃく

却するとダイオキシンを発
はっせい

生しやすい、塩
えん

素
そ

をふくむプラスチック（塩
えん

ビ）

を、なるべく買
か

わない・使
つか

わないようにすることも大
たいせつ

切です。

塩
えん

ビはどんな物
もの

に使
つか

われているの？

身
み

近
ぢか

な所
ところ

では食
しょくひん

品をつつむラップ、消
け

しゴム、下
した

じき、

ビニール傘
がさ

、ビーチボールなど、いろいろあります。

ヘェ—知
し

らなかった。でも買
か

わないようにといわれても、どれが塩
えん

ビだかわからないよ。

塩
えん

ビ製
せいひん

品には、塩
えん

化
か

ビニリデン・塩
えん

化
か

ビニールなどの表
ひょうじ

示が

されている物
もの

が多
おお

いので、買
かい

物
もの

する時
とき

は表
ひょうじ

示を見
み

てみよう。

ぼくの家
いえ

のラップは塩
えん

ビかな？帰
かえ

ったら表
ひょうじ

示を見
み

てみよう。

ダイオキシンとは ─ 環
かんきょう

境ホルモンの一
いっしゅ

種で、ごく微
びりょう

量であっても人
じんたい

体に被
ひ

害
がい

をもたら
すことが心

しんぱい

配されている毒
どくせいぶっしつ

性物質。塩
えん

素
そ

を含
ふく

む物
ぶっしつ

質が燃
も

えると発
はっせい

生するため、ごみ焼
しょうきゃく

却
場
じょう

の数
かず

が世
せ

界
かい

の70％もある日
に

本
ほん

では、対
たいさく

策の遅
おく

れや甘
あま

さもあって、ダイオキシン汚
お

染
せん

は
他
ほか

の先
せんしんこく

進国に比
くら

べ数
すうばい

倍から十
じゅうすうばい

数倍である。

Ｑ　ごみを焼
も

やすとダイオキシンや有
ゆうがい

害なガスが出
で

るって
聞
き

いたけれど…	 （5 ページを読
よ

んでね）

Ｑ　ペットボトルが大
おお

きなかたまりにされて、トラックに積
つ

まれていたけれど、どこに運
はこ

ばれて、何
なに

になるの？
		  （9 ページを読

よ

んでね）

見
けんがく

学して何
なに

か
質
しつもん

問はありますか？

２０・２１ページも読
よ

んでね

年
ねん

　度
ど

１号
ごう

炉
ろ

２号
ごう

炉
ろ

2000（改
かいしゅうまえ

修前）　23.0 　11.0

2001（改
かいしゅうご

修後）　  0.033 　  0.00085

2014
　　　 測

そく

定
てい

日
び

　  0.041
９月１日

　  0.017
10月１日

ごみ改
かいかく

革でごみが半
はんげん

減したので、現
げんざい

在は２つ
の炉

ろ

を3〜4カ月
げつ

交
こうたい

代で使
し よ う

用している。
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５００

４００

３００

２００

１００

単
たん

位
い

 トン

１９９８年
ねん

２００８年
ねん

２００９年
ねん

２０１０年
ねん

２０１2年
ねん

２０１3年
ねん

６１

４５２

５３３

３５１

299 305

日
ひ

野
の

市
し

ペットボトル回
かいしゅうりょう

収量

ペットボトル（リサイクルすればどんどん使
つ か

ってもいいの？）

　日
ひ

野
の

市
し

で回
かいしゅう

収したペットボトルは圧
あっしゅく

縮・梱
こんぽう

包して、2013年
ねん

度
ど

は長
なが

野
の

県
けん

飯
いい

田
だ

市
し

のリサイクル業
ぎょうしゃ

者に出
だ

しました。
　500ml以

い

下
か

のボトルを一
いっ

本
ぽん

回
かいしゅう

収・圧
あっしゅく

縮・梱
こんぽう

包・運
うんぱん

搬するの
に日

ひ

野
の

市
し

では約
やく

６円
えん

の税
ぜいきん

金が使
つか

われます。
　2013年

ねん

度
ど

の回
かいしゅうりょう

収量は2012年
ねん

度
ど

より約
やく

６t増
ふ

えてしまったた
め、ペットボトルのリサイクルには、年

ねんかん

間約
やく

7,300万
まんえん

円の税
ぜいきん

金
が使

つか

われる計
けいさん

算になります。（500mlボトル１本
ほん

を25ｇとして）
　市

しちょうそん

町村の回
かいしゅうりょう

収量に比
くら

べて事
じぎょうけい

業系（スーパー・コンビニなど）
の回

かいしゅうりょう

収量がまだまだ少
すく

ないので、ペットボトルなどは市
し

の回
かい

収
しゅう

ではなく、買
か

ったお店
みせ

に返
かえ

して、※1リサイクル処
しょ

理
り

費
ひ

にかか
る税

ぜいきん

金の負
ふ

担
たん

を減
へ

らしていきましょう。

そうですね、ペットボトルを再
さいせい

生するのにエネルギーをたくさん使
つか

って水
みず

や空
くう

気
き

を汚
よご

して
いたのでは、自

し

然
ぜん

破
は

壊
かい

や環
かんきょうおせん

境汚染を止
と

めることはできません。地
ち き ゅ う お ん だ ん か

球温暖化も進
すす

みますね。

みんなが望
のぞ

む「豊
ゆた

かさ・いい環
かんきょう

境」ってどんなものかな？

便
べん

利
り

さよりも、きれいな水
みず

や空
くう

気
き

を大
たいせつ

切にしたいね。そのためにも買
か

いすぎ・使
つか

いすぎの

生
せいかつ

活をあらためて、ごみも資
し

源
げん

物
ぶつ

も減
へ

らしていかないと※3…　※3 リデュース（へらす）

ペットボトルの販
はんばい

売量
りょう

：1993年
ねん

約
やく

15.0万
まん

トン→2013年
ねん

約
やく

57.9万
まん

トン（20年
ねんかん

間で約
やく

4倍
ばい

に増
ぞう

加
か

）

びんが減
へ

ってペットボトルが
どんどん増

ふ

えているんだって

2013年
ねん

のデータでは、私
わたし

たち一
ひ と り

人ひとり、
1年

ねんかん

間に500mlボトルで約
やく

190本
ほん

も飲
の

んで
いるんだって

※4 リユース

　　（再
さい

使
し

用
よう

）

※2 リサイクル（再
さい

資
し

源
げん

化
か

）

※1 リターン
（回

かいしゅう

収ボックスの
ある店

てんとう

頭へ返
へんきゃく

却）

ペットボトルはくりかえし

使
し

用
よう

できないなんて
モッタイナイね

ぼく、ペットボトルは便
べん

利
り

だと思
おも

っ
ていたけれどこれからはなるべく
買
か

わないようにする！

運
うんちん

賃をかけて運
はこ

ばれ、卵
たまご

のケースや
洋
ようふく

服にうまれかわるんだね
（再

さいせい

生される）※ 2

今
いま

できることは
買
か

ったお店
みせ

に返
かえ

す※1

ことだね

でかける時
とき

は水
すいとう

筒を
持
も

って行
い

くわ

ぼくたち学
がっこうきゅうしょく

校給食の牛
ぎゅうにゅう

乳は
瓶
びん

だからくりかえし※4

使
つか

っているよ

1回
かい

容
よう

器
き

として使
つか

っただけで、割
わ

れ
てもいないのに、つぶしてしまうの
はエネルギーのムダ使

つか

いだよ
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「容
よ う

器
き

包
ほ う そ う

装お返
か え

し大
だ い さ く せ ん

作戦」資
し

源
げ ん

物
ぶ つ

は販
は ん ば い て ん

売店の回
か い し ゅ う

収へ

クリーンセンターの
見
けんがく

学楽
たの

しかった？

びっくりすること
ばかりだったよ。
トレーと牛

ぎゅうにゅう

乳パック
持
も

ってきた？

もちろん
持
も

ってきたわよ

なんで市
し

の
回

かいしゅう

収に出
だ

さないで、
スーパーに持

も

って
くるの？

それはね、お店
みせ

が容
よう

器
き

や包
ほうそう

装材
ざい

を回
かいしゅう

収すれば市
し

の税
ぜいきん

金も助
たす

かる
のよ。お店

みせ

もだんだん簡
かんたん

単な包
ほう

装
そう

に変
か

えてくると思
おも

うのよ

お店
みせ

の責
せきにん

任で
リサイクルすれば
いいんだね

そうよ、でも
リサイクルの前

まえ

に
ごみの出

で

ない包
ほうそう

装
にして欲

ほ

しいわ

リサイクルにはお金
かね

もエネルギーもたく
さんかかるから最

さいしょ

初
からごみの出

で

ない包
ほう

装
そう

を考
かんが

えないとごみ
減

げんりょう

量はできないのよ

リンゴもキウイフルーツも

アジもサンマも

トレーやラップを使
つか

わない
はだか売

う

りや、欲
ほ

しいだけ
買
か

えるバラ売
う

りでいいんだごみの出
で

ない
包
ほうそう

装って？
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日
ひ

野
の

市
し

ではレジ袋
ふくろ

をもらわない運
う ん ど う

動を実
じ っ 　 し 　 ち ゅ う

施中

トマトのトレーでも
３〜５円

えん

するんだって

そうだよ。
レジ袋

ぶくろだい

代
（１〜５円

えん

）も
品
しなものだいきん

物代金に含
ふく

ま
れているんだよ

そんなにするの。
家
いえ

に帰
かえ

ればすぐ
いらなくなるの
　にもったいな

いね

環
かんきょう

境に気
き

を配
くば

っ
ているお店

みせ

を選
えら

ぼうね

袋
ふくろ

を持
も

ってきた
ので、レジ袋

ぶくろ

は
いりません

レジ袋
ぶくろ

が欲
ほ

しい人
ひと

は
お金

かね
を払

はら
って買

か
うように

すれば、みんな袋
ふくろ

を持
も

っ
てくるようになるよ

ごみを減
へ

らすには、
地
ちきゅう

球全
ぜんたい

体の生
い

きもののことを
考

かんが

えて、自
じ

分
ぶん

にできることを
一
ひと

つひとつ実
じっこう

行していく
ことが大

たいせつ

切なのよ

自
じ

分
ぶん

にできるこ
とって？
食
しょくじ

事を残
のこ

さない
こともそうだね

出
で

かけるときは水
すいとう

筒
を持

も

っていって自
じ

動
どう

販
はんばい

売機
き

でジュースは
買
か

わないことだよ

そうよ、自
じ

動
どう

販
はんばい

売機
き

は
電
でん

気
き

のムダ使
つか

いよ。地
ちきゅう

球
温
おんだんか

暖化をストップさせる
ためにも、自

じ ど う は ん ば い き

動販売機は
　ぜったい、減

へ

らさないと

あき缶
かん

をポイ
捨
す

てする人
ひと

も
多
おお

いし

ほかにも、ぼくたちが
環

かんきょう

境をよくするために
できることが、いろい
ろあるね！
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体
からだ

や環
か ん

境
きょう

に安
あ ん ぜ ん

全な石
せ っ

けん製
せ い ひ ん

品を使
つ か

いましょう

石
せ っ

けんや合
ご う ぜ い せ ん ざ い

成洗剤を使
つ か

った後
あ と

の排
は い す い

水は、川
か わ

に流
な が

れるとどうなるでしょう

◇まず、石
せっ

けん分
ぶん

は川
かわ

の水
みず

で薄
うす

まり、水
すいちゅう

中のカルシウムと結
むす

びついて カルシウム石
せっ

けん となり

ます。この カルシウム石
せっ

けん は約
やく

１日
にち

で分
ぶんかい

解され自
し

然
ぜん

に還
かえ

り、微
び

生
せいぶつ

物や小
こざかな

魚などのエサとな

ります。

◇一
いっぽう

方、合
ごうせいせんざい

成洗剤は、分
ぶんかい

解が非
ひじょう

常に遅
おそ

く、ヘドロとなって川
かわぞこ

底に堆
たいせき

積されます。合
ごうせいせんざい

成洗剤に含
ふく

ま

れる、LAS（直
ちょくさ

鎖アルキルベンゼンスルフォン酸
さん

ナトリウム）、AE（ポリオキシエチレンアル

キルエーテル）などは、有
ゆうがい

害化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質として、PRTR法
ほう

（Ｐ.14※１）に指
し

定
てい

されています。

石
せ っ

けんと合
ご う せ い せ ん ざ い

成洗剤の違
ち が

い

石
せ っ

けんの使
つ か

い方
か た

石
せ っ

けんと合
ご う せ い せ ん ざ い

成洗剤の見
み わ

分け方
か た

（商
し ょ う ひ ん

品の品
ひ ん し つ

質表
ひょう

示
じ

欄
ら ん

を見
み

る）

◇石
せっ

けんは 泡
あわ

 がいのちです。おふろの石
せっ

けんもシャンプーも食
しょっき

器を洗
あら

う石
せっ

けんも、みんなよく泡
あわ

立
だ

てて使
つか

いましょう。

◇泡
あわ

立
だ

ちが悪
わる

いと洗
せんじょうりょく

浄力も弱
よわ

いです。20℃〜 40℃のお湯
ゆ

を使
つか

うと効
こう

果
か

的
てき

です。

種
しゅ

　　　類
るい

汚
よご

れを落
お

とす成
せいぶん

分 歴
れき

　　　史
し

石
せっ

けん
粉
ふんまつ

末・固
こ

形
けい

脂
し

肪
ぼうさん

酸ナトリウム
約
やく

5000年
ねん

液
えきたい

体 脂
し

肪
ぼうさん

酸カリウム

合
ごうせいせんざい

成洗剤（原
げんりょう

料は石
せき

油
ゆ

）
・石

せっ

けん以
い

外
がい

のずっと複
ふくざつ

雑な

構
こうぞう

造の化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質

約
やく

100年
ねん

｛第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たいせん

戦（1914年
ねん

）後
ご

｝

種
しゅ

　　　類
るい

表
ひょう

　　　示
じ

石けん

粉
ふんまつ

末   「石
せっけん

鹸」「石
せっ

けん」

浴
よくようせっ

用石けん・
ボディソープ

  「石
せっ

けん素
そ じ

地」「カリ石
せっ

けん素
そ じ

地」シャンプー・歯
は

みがき

液
えきたいだいどころよう

体台所用・洗
せんたくよう

濯用

合
ごうせいせんざい

成洗剤（原
げんりょう

料は石
せき

油
ゆ

）
・上

じょうきいがい

記以外の名
な

前
まえ

・「石
せっ

けん」以
い

外
がい

でよくわからないカタカナやアルファベット



− 12 − − 13 −

地
ちきゅうじょう

球上に存
そ ん ざ い

在する水
み ず

＝14億
お く

㎦ 淡
た ん す い

水の割
わ り あ い

合

海　水
97.5％

淡水 2.5％ 河川・湖
1.2％（利用できる水）

氷　河
68.7％

地下水
30.1％

たんすい

かい   すい

ち か すい

ひょうが

り よう みず

かせん みずうみ

森
も り

は海
う み

の恋
こ い び と

人

私
わたし

たちが使
つ か

える水
み ず

はこんなに少
す く

ない！！

汚
よ ご

れた排
は い す い

水を流
な が

さないために注
ちゅう

意
い

したいこと

　地
ちきゅうじょう

球上の水
みず

の量
りょう

は太
たい

古
こ

の昔
むかし

からほとんど変
か

わりません。
雨
あめ

や雪
ゆき

として地
ちきゅうじょう

球上に降
ふ

った水
みず

は、蒸
じょうはつ

発して上
じょうくう

空に上
のぼ

っていく、
という循

じゅんかん

環を繰
く

り返
かえ

しています。森
もり

に降
ふ

った雨
あめ

の35％は土
つち

の
中
なか

に蓄
たくわ

えられて、一
いちねん

年に1ｍというゆっくりした速
そく

度
ど

で浸
しんとう

透し、
土
どちゅう

中にさまざまな成
せいぶん

分を取
と

り込
こ

みながら、少
すこ

しずつ少
すこ

しずつ滲
し

みだして川
かわ

となり海
うみ

へと流
なが

れていきます。
　川

かわ

の水
みず

は、私
わたし

たちをはじめ多
おお

くの生
い

きものの命
いのち

をはぐくみ、海
うみ

に流
なが

れ込
こ

んだ水
みず

は、植
しょくぶつ

物プラン
クトンなどが豊

ほう

富
ふ

に含
ふく

まれていて、魚
さかな

や貝
かい

の育
いくせい

生を助
たす

けます。これは、森
もり

と海
うみ

がつながっている
ことを証

しょうめい

明しています。─森
もり

に木
き

を増
ふ

やすことの大
たいせつ

切さがわかりますね。

　家
か

庭
てい

から、自
し

然
ぜん

が持
も

っている浄
じょうかのうりょく

化能力を超
こ

える、生
せいかつはいすい

活排水を流
なが

し続
つづ

けた結
けっ

果
か

、高
こう

度
ど

浄
じょうすいしょり

水処理
（活

かっせいたん

性炭＋オゾン）を行
おこな

わないと安
あんしん

心して飲
の

めない水
すいどうすい

道水になってしまいました。
　高

こう

度
ど

浄
じょうすいしょり

水処理の結
けっ

果
か

、ミネラルウォーターに負
ま

けないくらい、おいしい水
すいどうすい

道水になりましたが、
家
か

庭
てい

からは、処
しょ

理
り

に時
じ

間
かん

や費
ひ

用
よう

がかかるような生
せいかつはいすい

活排水を流
なが

さないように、一
ひ と り

人ひとりが十
じゅうぶん

分気
き

をつけましょう。東
とうきょうと

京都では2013年
ねん

10月
がつ

から、利
と

根
ね

川
がわ

水
すいけい

系の全
ぜんりょう

量がすべて高
こう

度
ど

浄
じょうすいしょり

水処理で行
おこな

わ
れるようになりました。

◇食
しょっき

器やなべの汚
よご

れは、ボロ布
ぬの

・新
しんぶん

聞紙
し

などでふき取
と

ってから洗
あら

う。特
とく

に天
てん

ぷら・
フライに使

つか

った油
あぶら

、マヨネーズなどの油
あぶらるい

類は絶
ぜったい

対に流
なが

しには流
なが

さない。ボロ布
ぬの

・
新
しんぶん

聞紙
し

などに吸
す

わせて、可
か

燃
ねん

ごみに出す。
◇ディスポーザー（生

なま

ごみ処
しょ

理
り

機
き

）は費
ひ

用
よう

がかかったり、排
はいすいかん

水管のつまりなどの排
はいすい

水処
しょ

理
り

に心
しんぱい

配
があるので、わざわざ取

と

り付
つ

けるのはやめましょう。生
なま

ごみは土
つち

に戻
もど

すとか、段
だん

ボールコンポ
ストなどで処

しょ

理
り

し、肥
ひりょう

料として使
つか

いましょう。

日
ひ の

野市
し

内
な い

で雨
あ ま み ず

水を溜
た

めてトイレの流
な が

し水
み ず

に使
つ か

っている、公
こうきょう

共施
し

設
せ つ

・学
が っ こ う

校
日

ひ の

野市
し

役
やくしょ

所本
ほんちょう

庁　平
ひらやま

山小
しょうがっこう

学校　第
だいはち

八小
しょうがっこう

学校　夢
ゆめ

が丘
おか

小
しょうがっこう

学校　七
ななおみどり

生緑小
しょうがっこう

学校　第
だいいち

一中
ちゅうがっこう

学校

　水
み ず

は大
た い せ つ

切に使
つ か

いましょう

10m四
し

方
ほう

の容
よう

器
き

に入
は

っている
水
みず

のうち、小
こ

さじ2はいだけ！

淡
たんすい

水のうち私
わたし

たちが利
り

用
よう

できる水
みず

はわずか 0.01％
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 水
み ず

を汚
よ ご

さないで　石
せ っ

けんのすすめ

うちは食
しょっき

器洗
あら

いも、洗
せんたく

濯もお掃
そう

除
じ

も石
せっ

けんよ。
石
せっ

けんは手
て

あれも少
すく

ないし、川
かわ

や下
げ

水
すい

に流
なが

れて
も一

いちにち

日できれいになり、からだにも環
かんきょう

境にも安
あんしん

心。
日
ひ の し

野市は学
がっこう

校も病
びょういん

院も、市
し

の施
し

設
せつ

はすべて石
せっ

け
んを使

つか

っているの

石
せっ

けんは5000年
ねん

も前
まえ

から使
つか

われ
ていて安

あんしん

心よ。「石
せっ

けん」「石
せっ

けん素
そ じ

地」という表
ひょうじ

示を確
たし

かめ
て買

か

おうね（Ｐ.12）

この間
あいだ

ね「くらしのフェスタ」に行っ
た時

とき

、「ブラックルーム」という部
へ や

屋
に入

はい

ったら、シャツが青
あおじろ

白くピカピカ
光
ひか

る子
こ

が多
おお

かったけど、ぼくのシャツ
は光

ひか

らなかったよ、なんでかな？

工
こうぎょうようごうせいせんざい

業用合成洗剤で使
つか

われている
ノニルフェノールは、環

かんきょう

境ホルモン
（Ｐ.４）の一

いっしゅ

種だそうだよ。
まだよく研

けんきゅう

究されていない点
てん

も多
おお

く、心
しんぱい

配だね

ほかには、どんな
ことに、気

き

をつけ
たらいいの？

台
だいどころ

所から流
なが

す水
みず

を汚
よご

さ
ないように心

こころ

がけてい
るわ（Ｐ.13）

石
せっ

けんで洗
あら

っているからよ。
光
ひか

るのは合
ごうせいせんざい

成洗剤（※１）に使
つ

われている
蛍
けいこう

光増
ぞうはくざい

白剤（※２）のせいなの

（※１）合
ごうせいせんざい

成洗剤

（※ 2）蛍
けいこうぞうはくざい

光増白剤

合
ごうせいせんざい

成洗剤の成
せいぶん

分「直
ちょくさ

鎖アルキルベンザンスルホン酸
さん

ナトリウム（LAS）」は、化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質管
かん

理
り

促
そくしんほう

進法（PRTR 法
ほう

）で有
ゆうがいせい

害性が高
たか

いとの理
り

由
ゆう

で第
だいいっしゅ

一種指
し

定
てい

化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質に指
し

定
てい

されています。
世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

でも問
もんだい

題になっている。わたしたちも企
きぎょう

業も環
かんきょう

境への負
ふ

荷
か

を考
かんが

えて、合
ごうせいせんざい

成洗剤の
使
し

用
よう

を減
へ

らすことが大
たいせつ

切です。

赤
あか

ちゃんの肌
はだ

着
ぎ

・包
ほうたい

帯・ふきんなどには使
し

用
よう

禁
きん

止
し

と法
ほうりつ

律で決
き

められています。
発
はつ

がん性
せい

の疑
うたが

いもあります。
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生
な ま

ごみは土
つ ち

に戻
も ど

そう

みんな、おいしかった？
まだおかわりありますよ

ジャガイモは
特
とくべつ

別おいしいわ
３月

がつ

の初
はじ

め、みんなで
種
たねいも

芋を植
う

えたんだよね

花
はな

があんなに
きれいだなんて
知
し

らなかったわ

あれから土
つち

の中
なか

で
３ヶ月

げつ

間
かん

、大
おお

きくなる
までじっとしていたんだ

今
き ょ う

日の放
ほう

課
か

後
ご

、給
きゅうしょく

食の野
や

菜
さい

くず
を土

つち

に埋
う

めるから、こられる人
ひと

は学
がっこうのうえん

校農園に集
あつ

まってね

ジャガイモが大
おお

きくなって土
つち

から出
で

ちゃって、あわてて土
つち

寄
よ

せしたね。

陽
ひ

に当
あ

たって緑
みどりいろ

色になったと

ころは毒
どく

素
そ

があるから食
た

べら

れないんだって　

ふうー
お腹

なか

いっぱいだよ
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（子
こ

ども）耕
こううん

運機
き

で耕
たがや

すといろんな虫
むし

がいっぱい出
で

てくるんだ。
それを、いつの間

ま

にか鳥
とり

が食
たべ

べているんだよ

（子
こ

ども）うちは日
ひ

野
の

で古
ふる

くから農
のうぎょう

業をしているから、
おじいちゃんがよく話

はなし

をしてくれたわ。土
つち

を大
たいせつ

切に
すると、栄

えいよう

養があって害
がいちゅう

虫に負
ま

けないおいしい野
や

菜
さい

が出
で

来
き

るんだって。堆
たい

肥
ひ

もいっぱい作
つく

っているわよ

（先
せん

　生
せい

）気
き

持
も

ちよく眠
ねむ

っていたミミズさんを起
お

こしてしまったかもね。
土
つち

の中
なか

にはミミズや細
さいきんるい

菌類などの微
び

生
せいぶつ

物がすんでいてね、生
なま

ご
み（有

ゆう

機
き

物
ぶつ

）を分
ぶんかい

解していい土
つち

に変
か

えてくれる大
たいせつ

切な生
い

きもの
なのよ。いい土

つち

からは栄
えいよう

養のいっぱい詰
つ

まった野
や

菜
さい

がとれるの。
土
つち

があればできるから、家
いえ

で試
ため

してみるのもいいわね

ふわふわした土
つち

だね
　ほら、ミミズが
　動

うご

いているよ

ずい分
ぶん

前
まえ

に埋
う

めた
落
お

ち葉
ば

や生
なま

ごみは
あとかたもないや

うわー
　ずいぶん大

おお

きく
　なったわね

（子
こ

ども）給
きゅうしょく

食で使
つか

う野
や

菜
さい

には、ぼくんちでとれたもの
も入

はい

っているんだよ。みんながじょうぶで、
大
おお

きくなるよう農
のうやく

薬もなるべく少
すく

なくしている
んだって

野
やちょう

鳥が土
つち

の中
なか

の
虫
むし

を食
た

べにくる
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アメリカ フランス ドイツ イギリス 日本

注：数値は、2013年農水省資料より作成
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（子
こ

ども）先
せんせい

生、日
に

本
ほん

が「食
しょくりょうゆにゅうたいこく

料輸入大国」だって本
ほんとう

当？

（先
せん

　生
せい

）本
ほんとう

当よ。私
わたし

たちの食
た

べ物
もの

の60％ぐらいは外
がいこく

国でつくられたものなの。いま
では主

しゅしょく

食のお米
こめ

もよその国
くに

から買
か

っているのよ。国
こくない

内には草
くさ

ぼうぼうになっている田
た

んぼがたくさんあるんですって。先
せんしんこく

進国の中
なか

では自
じきゅうりつ

給率が一
いちばん

番低
ひく

いなんて知
し

ってた？

（子
こ

ども）う〜ん、そんなに外
がいこく

国に頼
たよ

っ
て大

だいじょうぶ

丈夫なのかなあ？

（先
せん

　生
せい

）日
ひ

野
の

の農
のう

家
か

の人
ひと

たちは、頑
がん　ば

張っ
てくれているけれど、年

ねんねん

々農
のう

地
ち

は減
へ

って
いるみたい。これ以

いじょう

上減
へ

らしたくないよ
ね。日

に

本
ほん

の自
じきゅうりつ

給率アップが日
ひ

野
の

市
し

からで
きたらいいと思

おも

わない？

（先
せん

　生
せい

）みんなの学
がっこうきゅうしょく

校給食には、日
ひ

野
の

市
し

でとれた野
や

菜
さい

や果
くだもの

物が使
つか

われているよ。安
あんぜん

全・安
あんしん

心の旬
しゅん

のものが食
た

べられていいね。
これからも給

きゅうしょく

食で、もっとたくさん使
つか

っていく計
けいかく

画なんだって！

（子
こ

ども）うん。トマトやトウモロコシなんかすごくおいしいよ。日
ひ

野
の

産
さん

大
だい

豆
ず

でお豆
とう

腐
ふ

や味
み

噌
そ

作
づく

りもしたんだ！

（先
せん

　生
せい

）日
ひ

野
の

市
し

の学
がっこうきゅうしょく

校給食が2006年
ねん

と2011年
ねん

に文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

大
だいじんしょう

臣賞をもらったんだよ。
給

きゅうしょく

食に地
じ

元
もと

野
や

菜
さい

を使
つか

ったり、みんなの心
こころ

と体
からだ

づくりに真
しんけん

剣に、取
と

り組
く

んでいることが
認
みと

められたんだって。さすが日
ひ

野
の

市
し

の自
じ

校
こう

方
ほう

式
しき

の手
て

作
づく

り給
きゅうしょく

食だね。これからもずっと
大
たいせつ

切にしていきたいね！

土
つ ち

のはたらき
（子

こ

ども）こんど、ぼくにも掘
ほ

らせて。あっ、サラダについている「マヨネーズの小
こ

袋
ぶくろ

」が出
で

てきた。そのまんまだね。これって土
つち

に戻
もど

らないの？

（先
せん

　生
せい

）戻
もど

らないんだ。土
つち

には分
ぶん

解
かい

作
さ

用
よう

だけでなく、もっとすごいパワーがあるんだ
けど、プラスチックにはお手

て

上
あ

げだよ。便
べん

利
り

だけどこうなると問
もんだい

題だね。

土
つち

は、このように
すばらしいはたら
きをしてくれるの
だが、有

ゆうがい

害な化
か

学
がく

物
ぶっしつ

質は土
つち

の力
ちから

を弱
よわ

めてしまうのだよ

汚
よご

れた水
みず

を
ろ過

か
する

炭
たんさん

酸ガスや水
みず

や

アンモニアに変
か

える 水
みず

水
みず

水
みず
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ナタネ ダイズ トウモロコシ 綿
わた

の実
み

（子
こ

ども）先
せんせい

生、テレビで「遺
い　でん　し

伝子組
く

み換
か

え作
さくもつ

物」のことを言
い

っていたんだけど、よく分
わ

からなかった。

（先
せん

　生
せい

）ちょっとむずかしいけど、生
せいぶつ

物は細
さいぼう

胞の集
あつ

まりからできていることはみんな知
し

っ
ているね。その中

なか

の遺
い

伝
でん

子
し

（DNA）を操
そう

作
さ

して作
さくもつ

物を作
つく

ることなの。例
たと

えば、病
びょうき

気に
強
つよ

い野
や

菜
さい

をつくる場
ば

合
あい

は、別
べつ

の生
せいぶつ

物がもっている病
びょうき

気に強
つよ

い遺
い

伝
でん

子
し

を、病
びょうき

気に弱
よわ

い野
や

菜
さい

の遺
い

伝
でん

子
し

に組
く

み込
こ

んで作
つく

るの。方
ほうほう

法はいくつかあるそうよ。自
し

然
ぜん

界
かい

では起
お

きないことを、
人
にんげん

間がするんですって。他
ほか

にも、除
じょそうざい

草剤に負
ま

けない遺
い

伝
でん

子
し

、害
がいちゅう

虫を殺
ころ

す遺
い

伝
でん

子
し

もあるの。

（先
せん

　生
せい

）なんだかすごくいいことのように思
おも

えるけど、本
ほんとう

当に安
あんぜん

全かどうかわから
ないことがたくさんあるんですって。でも、国

くに

が安
あんぜん

全と認
みと

めたものだから、心
しんぱい

配する
ことはないって言

い

うんだけれど、不
ふ

安
あん

を持
も

っている人
ひと

は多
おお

いのよ。遺
い

伝
でん

子
し

組
く

み換
か

え作
さく

物
もつ

に限
かぎ

らず、外
がいこく

国からくる食
た

べ物
もの

はどうしても農
のうやく

薬や防
ぼう

腐
ふ

剤
ざい

がたくさん使
つか

われている
から、身

み

近
ぢか

でとれるもののほうがずっと安
あんしん

心ね。それに最
さいきん

近は、ガソリンのかわりに、
遺
い

伝
でん

子
し

組
く

み換
か

えトウモロコシや大
だい

豆
ず

から作
つく

ったアルコールを燃
ねんりょう

料に使
つか

おうとしている
のよ。

（先
せん

　生
せい

）何
なに

が安
あんぜん

全で安
あんしん

心か、しっかり見
み

極
きわ

めるためにも、みんな勉
べんきょう

強がんばろうね！！

（子
こ

ども）え〜！！ でも身
み

近
ぢか

な環
かんきょう

境と私
わたし

たちの暮
く

らし方
かた

とのつながりを勉
べんきょう

強したので、
お父

とう

さんやお母
かあ

さんと話
はな

し合
あ

って、できることから始
はじ

めたいと思
おも

いま〜す！！

遺
い

伝
でん

子
し

組
く

み換
か

え作
さくもつ

物は、牛
うし

・鶏
とり

などの家
か

畜
ちく

のエサにもなっている。

遺
い

伝
で ん

子
し

組
く

み換
か

え作
さ く も つ

物

増
ふ

え続
つ づ

ける遺
い

伝
で ん

子
し

組
く

み換
か

え作
さ く も つ

物でつくられる主
お も

な食
しょくひん

品

雑
ざっそう

草を枯
か

らす除
じょそうざい

草剤がか
かっているものを食べて
もだいじょうぶかなぁ？

虫
むし

が食
た

べると死
し

んで
しまうものを食

た

べて
もだいじょうぶ？

（除
じょそうざいたいせいさくもつ

草剤耐性作物） （殺
さっちゅうせいさくもつ

虫性作物）
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ひの市
し

民
み ん

リサイクルショップ回
か い て ん

転市
い ち

場
ば

を知
し

っていますか？
　ひの市

し

民
みん

リサイクルショップ回
かいてん

転市
いち

場
ば

は「くらしの見
み

直
なお

し発
はっしん

信基
き

地
ち

」として、1992年
ねん

日
ひ

野
の

市
し

の提
ていあん

案を得
え

て多
た

摩
ま

平
だいら

店
てん

が誕
たんじょう

生しました。また、多
おお

くの市
し

民
みん

の声
こえ

により2000年
ねん

には万
まんがん

願寺
じ

店
てん

が

開
かい

店
てん

しました。回
かいてん

転市
いち

場
ば

では、市
し

民
みん

の皆
みな

さまから提
ていきょう

供していただいた、中
ちゅうこ

古衣
いりょう

料などの販
はんばい

売を

通
とお

して「ごみを減
へ

らすくらし」を呼
よ

びかけてきました。こうした長
ながねん

年の活
かつどう

動が認
みと

められ、2003年
ねん

に

東
とうきょうと

京都から第
だい

2回
かい

『グリーンコンシューマー奨
しょうれいしょう

励賞』（環
かんきょう

境に配
はいりょ

慮した消
しょうひ

費行
こうどう

動をとる人
ひと

）を

受
じゅしょう

賞しました。

こんな活
か つ ど う

動をしています
◆市

し

民
みん

のみなさまから無
むりょう

料で提
ていきょう

供していただ

いた「中
ちゅうこ

古衣
い

類
るい

（着
き

物
もの

を含
ふく

む）・日
にちよう

用雑
ざっ

貨
か

（食
しょっきるい

器類、袋
ふくろ

もの）・本
ほん

」などの販
はんばい

売

◆体
からだ

や自
し

然
ぜん

に安
あんぜん

全な「石
せっ

けん製
せいひん

品」の販
はんばい

売

◆暮
く

らしの見
み

直
なお

し情
じょうほう

報の発
はっしん

信・発
はっこう

行

◆「映
えい

画
が

会
かい

」「見
けんがくかい

学会」「講
こうえんかい

演会」などの開
かいさい

催

◆食
しょくひん

品・環
かんきょうかんけい

境関係などの「図
と

書
しょ

の貸
かしだし

出」

◆サイズ確
かくにん

認のための「衣
い

類
るい

の貸
かしだし

出」

◆品
しなもの

物を譲
ゆず

りたい方
かた

と譲
ゆず

って欲
ほ

しい方
かた

が活
かつよう

用

できる「伝
でんごんばん

言板」の設
せっ

置
ち

◆「リサイクル事
じ

務
む

所
しょ

委
い

託
たく

品
ひん

販
はんばい

売（小
こ

型
がた

家
か

具
ぐ

）」

　※万
まんがん

願寺
じ

店
てん

のみ

回
かいてん

転市
いち

場
ば

では創
そうりつ

立以
い

来
らい

、買
かいものぶくろ

物袋持
じ

参
さん

を呼
よ

びかけています。

不
ふ

用
よ う

品
ひ ん

ご提
ていきょう

供のお願
ね が

い

★ お受
う

けできる品
しなもの

物

次
つぎ

の人
ひと

が気
き 　 も

持ちよく使
つか

えるきれいな状
じょう

態
たい

のもの。

冬
ふゆもの

物の衣
い

類
るい

は10月
がつ

〜3月
がつ

にお受
う

けします。

日
にちよう

曜雑
ざっ

貨
か

品
ひん

は新
しんぴん

品または新
しんぴん

品同
どうよう

様のもの。

★  お受
う

けできない品
しなもの

物

電
でん

気
き

製
せいひん

品、電
で ん ち

池使
し

用
よう

製
せい

品
ひん

、履
はきもの

物、衛
えいせい

生

面
めん

・安
あんぜんせい

全性が確
かくにん

認できないもの、身
か ら だ

体

に有
ゆうがい

害なもの（ホルマリン溶
ようしゅつ

出など）、

環
かんきょう

境を汚
よご

すもの（燃
も

やすとダイオキシン

が発
はっせい

生するなど）、大
おおがたひん

型品（30×40cm

以
いじょう

上）など。

裏
うら

表
びょうし

紙も
見
み

てね！

ものを大
たいせつ

切にするくらし 	 ◆最
さい

後
ご

まで使
つか

いきる。

ごみになるものを買
か

わないくらし 	 ◆買
かいものぶくろ

物袋を持
じ

参
さん

し、レジ袋はもらわない。

ごみを出
だ

さないくらし 	 ◆分
ぶんべつ

別して資
し

源
げん

化
か

ルートへ。

	 ◆ペットボトルや発
はっぽう

泡トレーなどは販
はんばいてん

売店

の回
かいしゅう

収ボックスへ。

回
か い

転
て ん

市
い ち

場
ば

の目
も く

標
ひょう
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1位

3位
最下位

小金井市

日野市
あるまち

598.1g

657.9g

ごみゼロ推
す い し ん

進課
か

のページ

へらそう　ごみを　みんなのために　未
み ら い

来のために！

−日
ひ

野
の

市
し

クリーンセンターからみんなに伝
つ た

えたいこと−

日
ひ

野
の

市
し

のごみは、どこにいくのかな？

みんなの家
いえ

・ごみと資
し

源
げん

物
ぶつ

を分
わ

け

　て出
だ

す

クリーンセンター
・燃

も

えるごみ…燃
も

やして灰
はい

にする

・燃
も

えないごみ…細
こま

かくくだく

・資
し

源
げん

物
ぶつ

…資
し

源
げん

化
か

ルートにのせる

埋
う

め立
た

て地
ち

・灰
はい

はエコセメントの原
げん

料
りょう

として使
つか

い、細
こま

かく

くだいた燃
も

えないごみは、

埋
う

め立
た

て地
ち

に埋
う

める

　みんなの家
いえ

から出
で

たごみは、クリーンセンターで処
しょ

理
り

され、日
ひ

の出
で

町
まち

にある埋
う

め立
た

て地
ち

（二
ふた

ツ塚
づか

廃
はい

棄
き

物
ぶつ

広
こういき

域処
しょぶん

分場
じょう

）に埋
う

められています。ここが満
まんぱい

杯になったら、もう新
あたら

しい埋
う

め立
た

て地
ち

をつくる場
ば

所
しょ

はありません。　どうしたらいいでしょうか？？

①資
し

源
げん

のムダ使
つか

いがへらせる

②ごみ処
しょ

理
り

にかかる費
ひ

用
よう

がへる

③CO2やダイオキシンなどの有
ゆうがいぶつ

害物の排
はいしゅつ

出が

へらせる

④よりよい環
かんきょう

境を未
み

来
らい

にのこせる

⑤埋
う

め立
た

て地
ち

を延
えんめい

命＝長
なが

持
も

ちできる

2013年
ねん

度
ど

の日
ひ

野
の

市
し

民
みん

一
ひと

人
り

1日
にち

当
あ

たりの総
そう

ごみ量
りょう

（資
し

源
げん

物
ぶつ

や持
も

ち

込
こ

みごみ量
りょう

を含
ふく

む）は、657.9㌘

となりました。これは、2000

年
ねん

の ご み 改
かい

革
かく

後
ご

最
さい

少
しょう

の 量
りょう

で す

（1999年
ねん

度
ど

の1042㌘にくらべて

36.8％もへらすことが出
で

来
き

たの

です）。多
た

摩
ま

地
ち

区
く

30市
しちょうそん

町村のラン

キングでは3位
い

でした。
ごみをへらすと、こんなにいいことがあるよ

みんなでごみを

へらすしかないよ
ごみをへらして埋

う

め立
た

て

地
ち

を長
なが

持
も

ちさせよう！

不燃
ごみ

可燃
ごみ

資源物

粗大ごみ



□ ものを大切にしている
□ 買い物に行ったとき、レジ袋をことわっている
□ つめかえができる商品を買うようにしている
□ ペットボトルは使わずに水筒を使っている
□ 食べ残しをしていない
□ エコマークなどのついた環境にやさしい商品を買っている
□ ごみの分別のルールはちゃんと守っている
□ 再生紙などのリサイクル商品を買うようにしている
□ こわれたものは、修理して使っている
□ フリーマーケットやバザーなどを利用している
□ えんぴつは短くなるまで使っている
□ ペットボトルやトレーなどは、買ったお店の回収に出している

たい せつう
ち

ほ
か

か
ん
が

じ  

ぶ
ん

ひ
と

は
な

あ

か もの

しょうひん か

つか つかすい とう

い

た のこ

かんきょう

ぶん べつ

さい せい  し しょう ひん

しゅうり つか

り  よう

みじか つか

み

か だみせ かいしゅう

か

まも

しょうひん か

ぶくろ

◆できているものに□をつけてみよう

では、どうやったらごみをへらせるのでしょう？
－そのひけつは？　具体的な方法は？－

ぐ たいてき ほうほう

日野市のホームページも見てください　http://www.city.hino.lg. jp/

トップページ（ホーム） くらしの情報 ごみ・リサイクル

お問合せは　ごみゼロ推進課へ  ☎581-0444

ぼくたちと一緒に、ごみをグーンと減らそう！

クリーンセンターに、ごみの勉強に来てね！　楽しみに待ってま～す。

ごみ減量啓発戦士

ごみゼロマンごみゼロマン
レッドレッド

ごみゼロマンごみゼロマン
レッドレッド

ごみゼロマン
レッド

ごみゼロマンごみゼロマン
ヴェルディヴェルディ
ごみゼロマンごみゼロマン
ヴェルディヴェルディ
ごみゼロマン
ヴェルディ

べんきょう き たの ま

ごみを減ごみを減らす　つの約束つの約束ごみを減ごみを減らす　つの約束つの約束ごみを減らす　つの約束
ものを大切にしましょう

まだ使えるものは使う工夫をしよう

家でも学校でも食べ残しをやめよう

333
1
2
3

へ

たいせつ

げん　りょう　けい　 はつ　 せん　　し

つか

いえ がっ こう た のこ

つか く　ふう

やく　　そく

ひ　の　し

－21－



万願寺
タウンビル

至日野駅

至豊田駅

商
工
会
館

中
央
線

万
願
寺
駅

高
幡
不
動
駅

モ
ノ
レ
ー
ル

至
市
立
病
院

神明野鳥
の森公園

市役所

実践
女子大 日野中央公園

神明二 新井橋

至八王子 中央自動車道

多摩川

東部会館
ふれあい橋

高幡不動駅
京王線

浅川

至百草園駅

日野
税務署前

日野
税務署

消防署

文

日野バイパス

リサイクル事務所
☎581-5960

ひ
の
市
民

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

回
転
市
場（
多
摩
平
店
）

ひの市民
リサイクルショップ
回転市場（万願寺店）
（スーパー2階）

税務署から南へ徒歩で約5分

編集発行　ひの市民リサイクルショップ回転市場　初版2001年3月　15版2015年３月
印　　刷　日野台印刷株式会社

●万願寺店のみ、リサイクル事務所の小型家具を委託販売。
　リサイクル事務所へお持ち込みの際は、必ずお電話でご確認ください。☎ 581-5960

日野市万願寺2－24－7万願寺タウンビル
いなげや日野万願寺駅前店2F

☎ 042－587－1781
●休店日･･･月・火・祝日・年末年始
●開店時間･･･午前11時～午後5時30分
●提供品受取り時間･･･午前11時～午後5時

日野市多摩平7－23－2
（商工会館隣）

☎ 042－587－8707
●休店日･･･日・月・祝日・年末年始
●開店時間･･･午前11時～午後5時
●提供品受取り時間･･･午前11時～午後4時30分

─ごみ減量・環境保全─

回転市場は暮らしの見直し発信基地
かい  てん  いち    ば く

げんりょう かんきょうほぜん

み　 なお はっ  しん   き     ち

この冊子は、古紙を100％使用した再
生紙を使用しています。
再生紙を使うことは、貴重な森林を守
ることにつながります。

下記のマークの数字は、財団法人日本
環境協会及び3Ｒ活動推進フォーラム
により許可された古紙配合率100％再
生紙のみの表示となります。

古紙配合率100％
再生紙を使用しています

古紙パルプ
配合率100％

多摩平店 万願寺店

本
当
に
必
要
な
も
の
を
購
入
し
、

最
後
ま
で
大
切
に
使
い
き
る
、

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
！

中古衣類・雑貨などの販売

石けん製品の販売

販売
（再使用）

買物袋のご持参を

ちゅう こ　い  るい ざっか

せっ せいひん はんばい

はんばい

かいものぶくろ

さい  し よう

じ さん

ふ　 よう    ひん

ていきょう

はんばい

リ
ン
ス

石
け
ん

シ
ャ
ン
プ
ー

粉
石けん

ハミガキ

！
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